
 

 

 

子供たちが自ら学び方を選択し、「自立」及び「自律」した学習者を目指します 

校長  博多 正勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
夏休みが終わりました。今年の夏は季節外れの台風やゲリラ豪雨が多く、地震活動も活発で、不安を感じる日々

だったと思います。６年生の日光高原学園も台風の影響がありましたが、無事に終えることができました。帰校

後すぐの学校生活となります。健康面、安全面を踏まえて学校での生活を進めていきます。本日、自由研究を持ち

寄る児童も多いと思います。一人一人の創意工夫があることでしょう。保護者の皆様のご協力に感謝いたします。  

 さて、上のグラフは、その 6 年生が春に受けた全国学力・学習状況調査の児童への質問の抜粋です。本校の６

年生は自己肯定感の割合が高く、同時に学校の教員との関係性の良さも見受けられます。やはり大人が子供を受

容することが、子供の成長に深く関係することが分かります。保護者の皆様方の日頃からのお子様への丁寧な関

わりがあってこそだと思います。感謝いたします。 

 困りごとなども学校の教職員に相談できる体制が整いつつあることがグラフから分かります。都の平均よりは

肯定的な割合が高いものの、２割近くの児童が相談し辛い回答があります。今後、職員全員のアンテナの感度を

上げ、個に応じた支援をよりできるよう、体制づくりの強化を図っていきます。 

 質問４の回答からは、タブレット活用により、子供たちがより協働的な学びを行えているようです。東京都教

育ビジョン第５次（令和６年３月東京都教育委員会）には「子供が自ら学び方を選択し、自立した学習者になるこ

とを目指した授業づくりについて研究を進める」「ICT を活用して一人ひとりに最適な学びと協働的な学びのベ

ストミックスを図り、教え方や学び方を改革する」とあります。全ての学年において ICT 機器を文房具としてよ

り活用し、探究的な学びを推進していきます。また、秋から冬にかけて学校及び地域行事も多くあります。様々な

場面で子供たちが自分に自信をもって活躍し、自立及び自律を図っていけるよう、子供たちの背中を見守り、時

には背中を押して、一緒に前を向いて歩いていきます。今後ともご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。 
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